
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美々川の自然再生 

 数多くの資料が残っている美々川ですが、改めて、水量、水質、水草、魚類などの調査を行い、自然再生の目標を考えて

います。美々川の自然再生を考えるに際しては、以下のことがポイントになると考えています。 

●●●美々川流域は都市域ではないが、重要な交通路の近くにあって、非常に都市的な緑地空間となっている。 

●●●カヌーやウトナイ湖を中心とする野鳥観察など、川と流域の自然環境を楽しむことが既に行われている。 

●●●美々川の自然環境と、地域生活をどうやって引き立てるかが問題である。 

去る平成 18 年 12 月 12 日(火)、苫小牧市植苗ファミリーセンター

にて、美々川の自然再生と地域の将来像を考える「美々川自然再生

懇談会」が開催され、地域にお住まいの方 10 名が参加されました。

今回の懇談会は、地域の方々と自然再生の関係者が一体となって

美々川・ウトナイ湖と地域の将来の姿について考えていくため、地

域の方々の考えを参考にすることを目的に開催されました。参加さ

れた皆さんから、美々川やウトナイ湖の昔の様子や、環境の変化、

地域の将来についての貴重なご意見を伺うことができました。また、

興味深い資料を多数持ち寄って頂き、大変参考となりました。 

ニュースレターvol.2 では、本懇談会の概要についてご報告いたし

ます。 

美美々々川川自自然然再再生生懇懇談談会会がが開開催催さされれままししたた  

□□美美々々川川・・ウウトトナナイイ湖湖のの持持つつ意意義義 

美々川自然再生技術検討委員会を代表して、辻井委員長から美々川で自然再生が始まったきっかけや、自然再生の

目標の考え方などのお話を伺いました。 

美々川自然再生技術検討委員会  委員長 辻井 達一

美々川で自然再生が始まった理由 

 釧路湿原、サロベツ湿原（いすれも国管理の河川）などで自然再生が進められる中、道河川

でも自然再生を考えるべきではという話が持ちあがり、以下のような理由から、美々川がケー

ススタディとして選ばれました。 

●●●火山灰地を通り抜け、綺麗な湧水となってでてくる水が存在する。 

●●●美々川湿原や白鳥湖、ウトナイ湖などの湿原や湖が存在する。 

●●●中でもウトナイ湖は、ラムサール条約による国際保護湿原として登録されている。 

●●●古くから河川交通として利用されてきた歴史的な経緯があり、それを裏付ける丸木舟が出土している。 

●●●国道、高速道路のすぐ近くを流れており、川に近づきやすい環境である。 

美々川の自然と豊富な調査データの集積 

 美々川周辺は、これまで様々な調査、研究が続けられており、非常にいいデータが集積されていることも美々川が選ばれ

た一つの理由になっています。 

●●●千歳川放水路計画による多くの調査・研究 

●●●日本野鳥の会ウトナイ湖サンクチュアリ、環境省野生鳥獣保護センターによる調査 

●●●苫小牧東部の工業基地計画による勇払原野の調査 

美々川だより 美々川だより 
平成 19 年 2 月発行
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●●●   どのように水を増やすかといっても、限られたものをどうしようもない。

開発を止める以外にないと思う。   

●●●   多様性をいかに引き上げるかという点では、マコモ島の復元は面白いと思

う。   

●●●   ウトナイ湖の下流は勇払まで湿原があっ

たので、釧路川みたく再蛇行するという

のも一つの方法だと思う。   

●●●   総合的に美々川を自然保護地帯に指定す

ることを、まずやるべきだと思う。   

●●●   環境の復元能力は高いので、（藻刈りを）

一回やってみるのが一番いいと思う。   

●●●   川が狭くなった。昔とはすっかり変わってしまった。 

●●●   クサヨシが生い茂って、川を全部塞いでいる。松美々橋より上流は殆ど船

では通れない。 

●●●   水深が浅くなってきている。昔は 3m の棒でも届かない場所がたくさんあっ

たが、今は深くても 2m くらいで、1.5m くらいのところがほとんどになった。 

●●●   源流部で湧き水がでている場所は１/３くらいに減って、水位が完全に下が

っている。今は長靴で歩けるようになった。 

●●●   遠浅川を改修してから、特に顕著に地下水が枯れた。（遠浅川上流にあった）

沼が全部かれたことにはびっくりしている。 

●●●   ここ 10 年間の変化はすごく大きい。加速度

がついているように感じる 

●●●   現在の美々橋付近はサケの生息場所だっ

た。その場所が今は全然なくなった。 

●●●   かつてウトナイ湖中央に存在したマコモ島

は、陸から離れていて、適度に水深があっ

て、巣を作るための水草もあって、水鳥た

ちにはとてもいい場所だった。 

□□美美々々川川自自然然再再生生とと地地域域のの将将来来像像  ～地域が考える美々川・ウトナイ湖の将来像～ 意 見 交 換

参加された皆さんから、以下のような意見を頂きました。地域の皆さんは美々川の川幅が狭くなってきたことを心

配しており、藻刈りを行って川幅を昔のように蘇らせたいと考えていることがわかりました。 

美々川・ウトナイ湖の環境の変化 

自然再生の方法について 

 1970 年代の美々川、ウトナイ湖

湧水量が減少している源流部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●   水位などの川の変化を意識的に持つことが必要。若い人を含めて、日常的に

美々川を見なければならない。 

●●●   今は水位が下がってきて住みやすくなってきている。生活環境ということを考

えると、自然と環境を両立する形で考えていかなければならない。 

●●●   美々川で自然再生を上手くできれば、自然と共生できるいい地帯だということ

で、日本の代表的な地域になると思う。 

●●●   人だけでも駄目だし、自然だけでも駄目、

人と自然が一緒にというイメージで何かで

きる典型的な形になると思う。 

●●●   この地域は様々な開発があって、微妙に自

然が保全されている地域。きちんとした形

でこの地域が保全されるということは植苗

町内会が誇っていいことだと思う。 

●●●   ガタ橋（松美々橋）より下流は、10 年くらい前までは藻刈りを

行っていた。   

●●●   昭和 12 年頃から藻刈りを始めたと聞いている。   

●●●   12 年位前までは、JR 橋～第 2美々橋までの区間と、植苗橋～新

川（直線部）までの藻刈りを行っていた。   

●●●   昔から美々川とのかかわりは、藻刈りによって意識付けられて

きた。世代を繋いで、人が川に関わることで、美々川を保全し

てきたのだと思う。   

   

藻刈りについて 

自然再生と地域の将来について 
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 1970 年代の美々川、ウトナイ湖



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道指定文化財｢アイヌの丸木舟｣ 

●●●昭和 41 年に、沼ノ端の元稔橋下流 80m 程の旧勇払川右岸から、5 艘の丸木舟と櫂、

棹などの船具類が発掘された。舟は長さが 7～9m の大きさで、材料はカツラやヤナ

ギが使われており、当時は非常に大きな木が生えていたという、豊かな自然を伺う

ことができる非常に重要な文化財である。 

場所請負人 山田文衛門有智（1763-1830）の事績 

●●●1800 年代に、この地の場所請負人として、手

広く商売をしていた 8 代山田文衛門有智とい

う人が、美沢川～ママチ川間の陸上交通路を開

拓した人物として、この地域の歴史に残ってい

る。 

美々川・ウトナイ湖の変化 

●●●源流部の湧水量が、平成５年の 60％にまで減少しました。 

●●●平成３年頃からクサヨシが増加し、今では水面がほとんどなくなりました。 

●●●川の水量が減少し、川幅も狭くなったため、バイカモ群落が減少しました。 

 

自然再生の基本的考え方 

●●●地域生活と自然環境保全の両立を考

えます。 

●●●環境学習、自然体験などの利活用を

図ります。 

 

□□美美々々川川自自然然再再生生のの概概要要  

□□美美々々川川のの歴歴史史  

室蘭土木現業所治水課  河川係長 河合 龍寿

苫小牧市博物館学芸員  武田 正哉

美々川・ウトナイ湖の環境の変化や自然再生の基本的考え方について、室蘭土木現業所より以下のような説明が

なされました。 

昔の美々川・ウトナイ湖 

●●●昔の美々川は、今より流量が多く川幅も広かった。 

●●●昔のウトナイ湖は、水草が一面に広がっており、湖中央にはマコモ島が存在しました。 

③昭和 51 年のウトナイ湖①昭和 46 年の美々川 

平成 3年美々橋 平成 18 年美々橋 

美々川を河川交通の要衝として利用していた『勇払越え』のお話をしていただきました。 

ユウフツ越え（シコツ越え） 

●●●北海道がまだ蝦夷地と呼ばれていた頃、勇払から勇払川を船でさかのぼり、ウトナイ湖、美々

川を経て、陸路で千歳に入り、さらに舟で千歳川を経て石狩川に達するルートで、｢ユウフツ

越｣、｢シコツ越｣と称し、東西蝦夷地を結ぶ重要な道があった。 

ご意見・お問い合わせ先 
北海道室蘭土木現業所苫小牧出張所 

TEL （0144）32-3171 FAX （0144）32-3175 

②昭和 46 年の美々川 

①の写真は現在の第２美々橋、

②の写真は現在の松美々橋付近

であることが、参加者からの情

報により分かりました。 

アイヌの丸木舟

減少しているバイカモ

 
安全で

潤いのある
地域生活

多様で豊かな
自然環境

持続可能な
自然再生

安全
環境
利用

丸木舟で川を下るアイヌの人々 

石狩川

千歳川

支笏湖

ウトナイ湖

勇払川

美々川

日本海

太平洋
陸路

河川（丸木船）

陸路

河川（丸木船）

勇払越えルート


